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一般社団法人 奈良県経済倶楽部

令和元年６月１日（毎月１日発行）　倶楽部
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定時会員総会を開催　�  ①
「付加価値を創る様々な視点
　　　～経済、社会活動の歴史的洞察から～」火曜午餐会　�  ②③
倶楽部往来・県内経済情報　� ④
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　令和元年、第81回定時会員総会が５月28日（火）
11時当部５階大会議室で開催された。
　総会はまず菊池会長が挨拶に立ち「平成から令和
に代わりました。昭和23年に創立された経済倶楽部
は、昨年70周年を迎え、７月20日に記念事業を挙行
することが出来ました。なら100年会館での記念講
演会には一般聴講者も含めて400名、ホテル日航奈
良での記念式典には来賓も含めて200名の方にご参
加いただき、無事、盛大に終えることが出来ました
こと、会員皆様方のご協力のお陰だと感謝申し上げ
ます。一般社団法人に移行して７期に入り、運営も
順調に来ております。本日は平成30年度の運営事業
報告と決算内容につきまして、ご審議をお願いした
いと思いますので、忌憚のないご意見を頂戴するこ
とをお願いいたします」と述べた。
　会議は全員一致で菊池会長を総会議長に選出し、
出席者及び書面議決行使書合わせて会員議決権数の
過半数を超えていることを報告し、成立を宣言。案

定時会員総会を開催
前年度運営報告及び決算書類を承認

件審議に入り、平成30年度の運営事業報告に続い
て、平成30年度計算書類承認の件を原案通り可決承
認した。
　菊池会長は「会館１階の近鉄リテーリングさんの
店舗が、時代に合わせインバウンドの方も対象にし
たクラフトビールレストランの構想や、うどん亭も
時代に合わせた、『粋麺あみ乃や』に変わるようで
す。また昨年、好評頂いたスマホ教室をＪＡＦにも
お願いをして回数を増やしていきたい。そして、分
煙推進の意見もあり、時代に合わせた対応を考えて
います。また、研修旅行への参加者の皆さんも高齢
化となられてきており、教養や文化の部分を高め、
意味を持った旅行にしてくださいとの意見も賜り考
えているところです。経済倶楽部は今後も公益事業
の推進と共に、会員サービスにも重点を置き、事業
展開を進めてまいります。会員の皆様には今まで以
上のご理解ご支援を賜りますようお願い申し上げま
す」と締めくくり定時会員総会を閉会した。
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　人間が目指す社会は、人間と人
間社会の為に付加価値を創り、努
力と忍耐が報われる社会であって
ほしい。
　将来に展望がある人間社会は、
失敗しても努力を続ける人々や、
豊かさを実感できた人々が多い。
そして、生き甲斐を感じる人間性
豊かな個性のある人々が多い社会
であるということ。
　そうでない人間社会は、格差が
拡大し、世代間の継承が続く階層
化社会が進み、利己的では無い多
様な個性や、人間性という価値観
が乏しい。そして社会構造の組織
規模の拡大化が進み、中小規模で
はなく、大規模組織が中心になっ

てしまう。さらに国や行政という
権力組織の中央集権化の進行によ
り、国民や市民の生活基盤である
地域や地方の活力が弱っていく社
会だと言える。
　ですから、常識とは異なる多様
な視点や価値観に気付き、その共
感を広げて付加価値を創りだして
いくことが大切。

公正なルールの不備
　付加価値量に対して少ない報酬
量ならば、社会貢献をしているこ
とになる。しかし、人為的に社会
構造を作り利用すれば、それは搾
取。報われる社会にするには、格

差拡大の歪みを是正する意思と能
力が必要である。
　工夫を重ねて努力し、付加価値
を創る人間が報われるためには、
公正な競争ルールを時代の変化に
応じて改善していかなければ実現
しない。
　人間社会の生存競争では、支
配、被支配の社会構造を作り出し
た人間と、その組織が権力を帯び
志向拡大すれば、他者の命、財、
名誉、そして生き甲斐など規模力
に応じて搾取することになる。で
すから、公正な競争ルールを考え
ることが付加価値を創ることにな
る。

付加価値を創る様々な視点
～経済、社会活動の歴史的洞察から～

元トヨタファイナンシャルサービス（株）執行役員の菱川氏
　火曜午餐会・５月第２例会は21日12時15分から当部５階大会議室で開催した。講師に元トヨタ
ファイナンシャルサービス（株）執行役員の菱川善嗣氏を招き「付加価値を創る様々な視点～経
済、社会活動の歴史的洞察から～」をテーマに語って頂いた。菱川氏は、人間が目指す社会につ
いて「人間と人間社会の為に常識とは異なる多様な視点から付加価値を創り、努力と忍耐が報わ
れる社会であってほしい」と語った。講演要旨は次の通り。

令和元年度　事業計画
　奈良県経済倶楽部は、昨年度、創立70周年
記念事業を執り行うと共に、築30年を迎えた
会館の大規模改修工事を無事終え、新たな節
目を迎える。改めて、定款目的項に謳う「会
員相互の交誼親睦を敦くし、その知識徳性を
啓発すると共に、奈良県商工業の振興を通じ
て地域経済の活力増進と社会文化の向上に貢
献する」との理念を、会員各自が認識出来る
よう発信してゆくと共に、関係諸団体との連
携協調をはかり、これからの高齢化社会を切
り抜けるべく、右記の諸事業を継続実施する。

【実施事業】
公益目的支出計画の実施
関係諸団体との連携協調及び支援
文化国際力、及び地域力の向上
会員の資質涵養、教養・見識の高揚
会館の運営

　なお、業務を補完する運営委員の常設委員
会の役割分担は次の通り。
［総務委員会］倶楽部運営管理の助言
［事業委員会］視察研修会の企画立案
［文化啓発委員会］研修旅行の企画立案


